
 

 

第３章 中国地方における社会資本整備の重点事項 

第１節 将来像を実現するための地域整備の目標 

中国圏広域地方計画における第１章「中国圏の現状と課題」、第２章「中国圏の将来像」、

社会資本整備重点計画における第１章「社会資本整備事業を巡る現状と課題」から社会資

本整備にかかわる視点を抽出し、中国地方で取り組むべき課題を整理しました。また、みら

いビジョン懇談会におけるご意見、みらいビジョン中国２１“2004”のフォローアップ等からも

社会資本整備にかかわる視点を反映し、地域整備の目標を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな地域整備の目標 

中国地方で今後取り組むべき課題 

中国地方みらいビジョン懇談

会、みらいビジョン中国２１

“2004”のフォローアップ 

抽出 

反映 

抽出 

① 競争力のある地域経済社会の再構築 

② 安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり 

③ 多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造 

④ 交流・連携による一体的で活力のある地域づくり 

⑤ 横断的な取組 

 

■地域整備の目標の整理 

社会資本整備事業

を巡る現状と課題 

社会資本整備重点計画 

中国圏の現状と課題 

中国圏の将来像 

中国圏広域地方計画 

外部要因（地球環境問題の深

刻化、高齢化した社会資本ス

トックの増大） 

反映 
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安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり

競争力のある地域経済社会の再構築

◆中国地方は河川の氾濫区域に人口の約
66％が暮らし、全国の土砂災害危険箇所数
の約18％を占めるなど水害等に対する脆弱さ
を内包している。近年の、台風や集中豪雨に
よる甚大な洪水・高潮・土砂災害、地震等の
発生や、地球温暖化に伴う気候変化を踏まえ、
予防的対応、甚大な被害が発生した地域を
再び被災させないための対策及びソフト施策
との連携による防災・減災対策を推進する。

◆少雨に対応した暮らしや産業活動を支える水
の安定供給を図る。

◆日々の生活の安心を確保するため、国民が
日常的に利用する交通の事故防止や安全性
の向上を図る。

◆防災拠点整備や災害時の情報収集・伝達体
制の充実、ハザードマップの活用、防災教育
の推進など地域防災力の向上を図る。

◆東アジア等との競争・連携による国際
的な競争力の一層の強化を図るため、
港湾の再生・機能強化、バルク貨物輸
送船の大型化への対応などシームレ
スな貨物輸送ネットワークの構築・高
度化により、東アジア等とのゲートウェ
イ機能を強化する。

◆近畿・四国・九州ブロックを含む中国地
方内外との産業連携を図り、中国地方
の産業の振興を図るため、海上交通
ネットワーク及び陸上の高速交通ネッ
トワークの整備・活用、都市機能の強
化を推進する。

◆サービス産業の集積を図るため、サー
ビス産業の活動基盤となる自立拠点
都市圏の都市機能の形成を図る。

31



交流・連携による一体的で活力のある地域づくり

多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造

◆中国地方は、様々な都市が分散した地域
構造をしており、各都市が役割を発揮して
相互に連携強化し、自立的な中国地方の
形成を図るため、ブロック内外の人流・物
流を支える高速交通基盤の整備を推進す
る。

◆生活、産業等における都市と中山間地域
等の多様な交流を拡大するとともに、圏域
内外の地域間交流を支える基幹的な交通
基盤の整備を推進し、一体的な発展を図る。

◆日本海や瀬戸内海、中国山地などの変化
に富んだ自然を有する中国地方において、
環境負荷低減への取組を進めるとともに、
瀬戸内海等の閉鎖性水域において自然環
境の保全を図る。

◆中山間地域等を多く抱え、全国に先行して
人口減少、高齢化が進展している中国地方
の特徴を踏まえて、自然環境の保全・管理
の充実を図るとともに、誰もが快適で安心し
て暮らせる都市と中山間地域等の基盤及び
生活拠点の形成を図る。

◆中国地方は、多様性のある地域で構成され
ている地域であり、各地域の個性を活かし
つつ、広域的に一体感があり、自立的な中
国地方を創造するため、地域の個性や魅力
の源泉となる歴史、文化、自然、景観などを
活かした地域づくりを推進する。

◆中国地方内外の各地域が連携し、世界遺
産や瀬戸内海、日本海等の多様な観光資
源を活かした観光振興や外国人観光旅客
の来訪の促進を図るため、港湾や空港の
グローバルゲートウェイ機能や各地域の拠
点都市における国際交流機能を充実・強
化する 。

横断的な取組

◆地域のニーズにきめ細かく対応するため、住民やＮＰＯ、企業など様々な主体との協働を進めるとともに、今後増大する社会
資本ストックに対して、計画的かつ効率的な維持管理を実施する。

◆地球温暖化をはじめとする地球環境問題に対し真剣に取り組み、「低炭素型・循環型社会」の形成を推進する。

◆産学官や異分野間の連携を深める技術開発を推進していく仕組み・体制の一層の充実を図り、コスト縮減や事業の迅速化、
維持管理の高度化による価値の高い社会資本整備を実現する。
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（２） 

（１） 

（２） 

第２節 社会資本整備の重点目標 

Ⅰ－１ 東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化 

Ⅰ－３ 都市機能の強化 

Ⅰ 競争力のある地域経済社会の再構築 

Ⅱ－１ 災害の防止・軽減 

Ⅱ－２ 地域防災力や危機管理体制の強化 

Ⅱ－３ 安定的な水資源の確保 

Ⅱ－４ 陸上及び海上における交通安全の向上 

Ⅱ 安全で、誰もが安心して暮らせる地域づくり 

国内交通ネットワークの強化 

東アジア等との競争・連携による国際競争力の強化 

高速交通ネットワーク及び空港・港湾へのアクセス強化による産業の振興 

都市内の渋滞対策による交通の円滑化 

Ⅰ－２ 

災害・防災情報の提供や共有化等の充実による地域防災力の向上と 

危機管理体制の強化 

水資源の確保による暮らしや産業活動を支える水の安定供給 

陸上及び海上における交通安全の向上 

● 

● 

● 

● 

● 

洪水、高潮、地震、急傾斜地の崩壊等による被害の未然防止 

災害等の発生時における社会活動への深刻な影響の防止 

既成市街地整備や交通結節機能強化による都市の再生 
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（１） 

（２） 

（１） 

（２） 

（３） 

（１） 

（２） 

Ⅲ 多彩な文化と自然を活かした豊かで快適なくらし・社会の創造 

Ⅳ 交流・連携による一体的で活力のある地域づくり 

ⅢⅢⅢⅢ－－－－１１１１    瀬戸内海や日本海等の地域資源を活かした美しく豊かな地域づくり 

瀬戸内海等への環境負荷低減等による美しく豊かな自然環境や景観等の実現 

瀬戸内海をはじめとする自然・歴史・文化等の地域資源を活用した地域づくり 

Ⅲ－２ 良好な都市空間の形成 

Ⅲ－３ 少子高齢社会に対応したユニバーサル社会の実現 

静脈物流ネットワークの構築等による循環型社会の創出 

地域の状況に応じた良好な道路環境の創出 

水・緑豊かで美しい都市生活空間の形成 

Ⅲ－４ 中山間地域等の居住環境の向上や生活サービスの充実 

少子高齢社会に対応したユニバーサル社会の実現 ● 

中山間地域等の居住環境の向上や生活サービスの充実 ● 

Ⅳ－１ 都市間の連携強化や都市と中山間地域等の共生 

山陰と山陽及び分散した都市間等の連携強化 

都市間や都市と中山間地域等の多様な交流の拡大 

Ⅳ－２ 広域観光の促進 

空港や港湾などの国際交流拠点機能の強化による広域観光の促進 ● 

34



 

（１） 

（２） 

Ⅴ 横断的な取組 

社会資本整備の効率化や社会資本ストックの有効活用 

様々な主体との協働や戦略的な維持管理・更新等による社会資本の有効活用 

産学官の技術連携の支援及び新技術・新工法の活用 

Ⅴ－１ 

Ⅴ－２ 地球環境問題への対応 

地球温暖化をはじめとする地球環境問題への対応 ● 
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